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佐賀大学有明海総合研究佐賀大学有明海総合研究
プロジェクトについてプロジェクトについて

平成18年8月24日

環境省説明会資料

資料４－１

プロジェクト設立までの経緯と目的

• これまでの研究蓄積
1980年代より佐賀大学の有明海研究が始まり、農学部附属浅海干潟総合実験施設、理工
学部、農学部、低平地防災研究センター、海浜台地生物生産研究センターなどで着実な成果
が築かれてきた。
2000年冬の海苔不作を契機として佐賀大学有明海等総合調査研究会議を設置。
2004年度、佐賀大学学長経費において全学横断的なプロジェクトがスタート。
2005年度、文部科学省特別教育研究経費により本格的な有明海総合研究に着手。

• 有明海奥部に面した地方大学の責務
佐賀大学が有明海の環境問題に全学を上げて取り組み、問題解決に貢献することは、有明
海湾奥部に位置する地方大学としての責務であり、また地域社会からその成果が強く望まれ
ている。

• 佐賀大学初の全学プロジェクト
医学部を含めた５つの学部や研究センターが全学的、横断的に取り組む初のプロジェクト。

• プロジェクトの目的
有明海異変の原因解明と再生のための総合的な学術研究
地域社会・文化を背景とした「有明海学」の構築

将来的には、有明海の環境保全と有明海沿岸域の持続的発展を可能にするための研究拠
点なることが目標。
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有明海異変の解明と再生に向けた取り組み

佐賀大学学長経費（16～21年度） 概算要求（特別教育研究経費）

研究推進経費（17～21年度5年計画）

有明海総合研究所の創設

学外の地方公共
団体・各種団体
からの支援

有明海学の構築

有明海の
環境の保
全と有明海
沿岸域の
持続的発
展を可能
にするため
の教育・研
究で地域
貢献

現状とその
原因、再生
に向けた
方策

有明海総合研究
プロジェクト

コア研究
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済
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コア研究１ 水圏環境学系

安全で健康な干潟資源
地元への新たな産業創生

陸域～干潟～沖合域の物質循環機
構の解明 －健全な生態系の維持・
再生のために－

コア研究３ 人文科学系

干潟・浅海域の文化ならびに自然との
共生をめざした社会・経済システム

水産資源のwize use
干潟の自然環境に適
応した社会・経済シス
テム

プラットフォームの共有

環境影響を考慮した資源開発
新規な環境対策技術開発

海洋微生物の生態把握
－有用微生物・生理活性
物質の探索とビブリオバル
ニフィカス感染症対策－

コア研究２ 生物科学系

新しい有明海学
の創生

コア研究：プロジェクト研究３つの柱
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コア研究１の概要

環境物質動態研究部門
１）陸域から有明海に流入する負荷量の算定と負荷削減技術
２）有明海奥部における底質に関連した物質フラックスの解析
３）有明海における透明度変動要因に関する研究

干潟底質環境研究部門

１）干潟及び干潟生物への金属濃縮に関する研究
２）有明海奥部西海岸域における貧酸素水塊の発生メカニズムと防止策に関す
る研究

３）干潟底泥中の窒素循環に関する研究
４）底質改良技術の検証に関する研究
５）沿岸域からの流入負荷量の削減方法に関する研究

環境モデル研究部門

１）有明湾奥部における物質輸送機構の解明
２）有明海湾奥部のおける低次生態系の変動機構の解明
３）有明海生態系モデルの構築とそれを用いた環境変動解析

「有明海異変の解明と再生へ向けた総合的学術研究」

① 有明海における微生物相の検索と同定
② 自浄作用に関与する微生物の検索
③ スミノリ病細菌を制御可能な微生物による生物学的防除法の確立
④ 有明海周辺に多く見られる致死的食水系感染症（ビブリオ・バルニフィカス）対策

干潟
浅海域～沖合い

陸域

＜微生物相研究部門＞
有用微生物・生理活性物質の探索

コア研究２対象領域

＜食と健康研究部門＞
ビブリオバルニフィカス感染症対策

泥干潟域の病原微生物・環境微生物の挙動把握
詳細な微生物相と分子遺伝学的菌相解析

・治療
患者通報システムの確立
有効な治療法の確立

干潟泥土由来細菌を用いた効率的な
窒素循環システムの構築

バイオリアクター等を含む人工的浄化装置の構築

①

②

病原細菌を溶菌・殺菌する細菌等の分類
スミノリ病原細菌の防除法の確立
微生物製剤（海洋バイオ農薬等）の開発

③

④

・予防
菌増殖予見に関する研究
積極的疫学調査

・基礎医学研究
病原株分類
毒素に関する研究
治療指標としての
抗体検査法の確立

ワクチン開発に関する研究

コア研究２の概要
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自然との共生をめざした
干潟・浅海域における社会・経済システムの構築と文化継承

持続可能な漁業・生産活動の体系化の構築

漁獲量・収獲量の変動に左右されることなく、かつ自然
との共生を図りながら干潟・浅海域における漁業・生産
活動の継続を可能にする生産体系の構築を探る。

干潟・浅海域の生態と干潟文化デジタル
アーカイブの構築

干潟を取り巻く生活者の視点に立ち、生活・生産様式
の変容把握を行う。また干潟文化を記録保存して後
世に残すとともにその内容をインターネットを通して世
界に発信する。

研究内容

・持続可能なのり養殖協業化の実現に向けた経営環境の整備
・干潟域における採捕の生態人類学的側面の日韓比較研究
・有明海沿岸低平地における居住空間システムに関する研究
・干潟・浅海域における開発と環境保全活動に関するデータベースの構築
・有明海訴訟関係資料データベースの整備
・その他

コア研究３（ 地域文化経済研究部門）の概要

佐賀大学有明海総合研究プロジェクト
研究計画及び研究成果

刊行物

○佐賀大学有明海総合研究プロジェクト成果報告集（第1巻） 2005年3月
○佐賀大学有明海総合研究プロジェクト成果報告集（第2巻） 2006年7月

（ホームページ上で公開予定）

○佐賀大学有明海総合研究プロジェクト平成17年度年次報告書 2006年7月
http://www.ariake.civil.saga-u.ac.jp/h17nenpou.pdfで公開

研究計画等

佐賀大学有明海総合研究プロジェクトホームページ上で公開

http://www.ariake.civil.saga-u.ac.jp/index.htmlで公開
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ビブリオ・バルニフィカス感染症

機能障害

壊死性筋膜炎

死亡（致死率７割）

敗血症性ショック

・疫学
１）過去30年間に本邦で179例の報告（論文発表分のみ）
－急激に進行し原因不明のまま診断に至らぬ例が多い－

２）男性に多い
３）佐賀県民は肝障害を持つ比率が高い

－昭和50年～平成14年まで、肝癌死亡率は全国1位－

・症状と予後
１）感染後1～3日で四肢壊死、敗血症性ショック→集中治療
２）集中治療を行っても約7割は死亡

・治療費
集中治療には一人当り約1000万円/月が必要

・ヒトへの感染経路と素因
１）感染経路:  経口、経皮（傷口）感染
２）基礎疾患: 肝障害. 免疫能低下の人が発症しやすい
３）健康な人には無害

ビブリオ・バルニフィカス感染症の現状
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有明海の水温、比重、
栄養塩の変化

（昭和47年～平成11年の平均値）

佐賀県有明水産振興センター 提供
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九州各県のV.vulnificus発生状況
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ハイリスク者
スクリーニング法

より良い予防法

佐賀大学

迅速検査法の開発

より良い治療法

病原因子等に
関する研究

肝機能障害、免疫能低下者

ビブリオ・バルニフィカス対策

アウトプットイメージ図

菌挙動の把握
警戒警報

啓発活動

人工衛星

陸海域データ

有明海

救命率上昇

発症予防
（医療経済への貢献）

生物学的新知見

関連医療機関

情報の共有化
風評被害防止

ビブリオバルニフィカス感染症の予防を訴えるパンフレット
http://www.ariake.civil.saga-u.ac.jp/c2_ippan.pdf


